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〈
大
会
発
表
要
旨
〉

◆
伊
藤
さ
と
み
　
談
話
機
能
か
ら
見
る
中
国

語
に
お
け
る
文
末
助
詞
〝
吗
〞
と
〝
呢
〞
の
比

較
　〝
吗
〞
と
〝
呢
〞
は
、
文
法
研
究
の
初
期

か
ら
、
と
も
に
疑
問
の
意
味
を
表
す
と
み
な
さ

れ
、
前
者
は
真
偽
疑
問
文
（
＝
〝
吗
〞
疑
問
文)

を
作
り
、
後
者
は
〝
吗
〞
疑
問
文
以
外
の
疑
問

文
（
疑
問
詞
疑
問
文
、
正
反
疑
問
文
、
選
択
疑

問
文
）
に
現
れ
る
と
記
述
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、

こ
の
記
述
に
は
い
く
つ
か
問
題
が
あ
る
。
ま

ず
、〝
吗
〞
と
〝
呢
〞
が
相
補
分
布
を
な
す
こ

と
は
、
中
国
語
学
の
中
で
は
、
当
た
り
前
の
よ

う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
通
言
語
的
に
見
る

と
、
真
偽
疑
問
文
に
の
み
使
わ
れ
る
疑
問
標
識

は
一
般
的
で
は
な
い
。
次
に
、〝
呢
〞
は
疑
問

文
に
現
れ
る
だ
け
で
な
く
、
名
詞
句
の
後
や
平

叙
文
の
文
末
に
現
れ
、
話
題
を
マ
ー
ク
す
る
、

確
認
や
持
続
の
ア
ス
ペ
ク
ト
を
表
す
な
ど
、
疑

問
と
は
関
係
の
な
い
働
き
を
す
る
。
そ
の
た

め
、
複
数
の
〝
呢
〞
を
仮
定
し
な
け
れ
ば
い
け

な
く
な
る
。
本
稿
で
は
、〝
吗
〞
と
〝
呢
〞
は
、

純
粋
な
疑
問
標
識
で
は
な
く
、
会
話
の
共
通
基

盤
に
対
す
る
働
き
か
け
を
表
す
と
考
え
る
。
具

体
的
に
は
〝
吗
〞
疑
問
文
は
、
当
該
命
題
を
会

話
の
共
通
基
盤
に
追
加
し
て
よ
い
か
を
問
う
働

き
を
し
、〝
呢
〞
は
当
該
命
題
と
対
比
さ
れ
る

命
題
が
会
話
の
共
通
基
盤
に
あ
る
こ
と
を
示
す

働
き
を
す
る
と
論
じ
る
。

◆
宮
尾
正
樹
　
現
代
文
学
に
お
け
る
タ
ク

シ
ー
運
転
手
の
表
象
に
つ
い
て
　
中
国
の
タ
ク

シ
ー
運
転
手
が
民
国
時
期
の
人
力
車
夫
の
後
継

者
と
し
て
、
本
人
た
ち
か
ら
も
、
そ
し
て
文
化

的
に
も
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
タ
ク
シ
ー

が
客
を
乗
せ
る
こ
と
を
「
拉
（
人
）」
な
ど
と
言

う
こ
と
か
ら
も
容
易
に
推
測
で
き
る
。
人
力
車

夫
は
弱
者
の
象
徴
の
よ
う
に
文
学
素
材
と
し
て

用
い
ら
れ
た
が
、
現
代
の
文
学
作
品
に
お
け
る

タ
ク
シ
ー
運
転
手
は
ど
の
よ
う
な
変
奏
を
見
せ

る
の
だ
ろ
う
か
。
同
時
に
、
現
代
の
作
品
に
は

ロ
バ
ー
ト
・
デ
・
ニ
ー
ロ
が
演
じ
た
『
タ
ク
シ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー
』（
１
９
７
６
）
の
影
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
感
じ
る
。
タ
ク
シ
ー
運
転
手
と
い
う

職
業
設
定
が
持
つ
特
色
に
留
意
し
な
が
ら
、
現

代
の
「
祥
子
」
た
ち
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。

〈
例
会
発
表
要
旨
〉

◆
董
子
華
　
六
朝
文
学
に
お
け
る
「
山
」̶

遊
仙
詩
を
め
ぐ
っ
て̶

　
六
朝
期
に
は
、
多
く

の
遊
仙
詩
が
創
作
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
山
は
仙

界
の
所
在
と
し
て
、
ま
た
遊
仙
活
動
の
場
所
と

し
て
、
詩
の
中
に
し
ば
し
ば
描
か
れ
て
い
る
。

後
の
山
水
詩
が
実
際
の
山
を
描
く
の
と
比
べ
て

み
る
と
、
遊
仙
詩
に
お
け
る
山
は
実
在
の
山
と

い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
幻
想
的
な
存
在
で
あ
る

と
言
え
る
。
ま
た
、
六
朝
期
に
お
い
て
は
、
道

教
が
盛
ん
に
な
り
、
道
教
思
想
の
影
響
を
受
け

た
文
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
古
来
の
神
仙
思

想
を
吸
収
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
系
統
立
て
た
道

教
で
は
、
山
は
自
ら
の
宗
教
に
繋
が
る
、
特
定

の
意
味
を
持
つ
場
所
と
見
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

道
教
に
お
け
る
山
の
イ
メ
ー
ジ
は
遊
仙
詩
に

描
か
れ
た
山
の
イ
メ
ー
ジ
と
似
て
は
い
る
が
、

各
々
独
自
性
を
持
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
要
す

る
に
、
道
教
の
山
は
宗
教
的
な
山
で
あ
る
が
、

遊
仙
詩
に
描
か
れ
る
山
に
は
、
文
学
的
な
特
質

が
現
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
７
月
例
会
で
は
、

道
教
思
想
に
お
け
る
「
山
」
と
比
較
し
な
が
ら
、

六
朝
の
各
時
代
に
お
け
る
遊
仙
詩
に
描
か
れ
た

山
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
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◆
鄧
翔
心
　「
Ｖ
〝
得
〞
Ｎ
Ｐ
・
Ｖ
Ｐ
」
文

に
お
け
る
〝
得
〞
の
後
ろ
の
統
語
構
造
に
つ
い

て
　
様
態
補
語
を
含
む
文
の
う
ち
、「
Ｖ
〝
得
〞

Ｎ
Ｐ
・
Ｖ
Ｐ
」
と
い
う
形
と
な
る
文
に
関
し
て
、

先
行
研
究
で
は 
〝
得
〞
の
後
ろ
の
統
語
構
造
が

よ
く
問
題
と
さ
れ
、（
ⅰ
）
補
語
が
Ｎ
Ｐ
・
Ｖ
Ｐ

で
あ
る
、（
ⅱ
）
補
語
が
Ｎ
Ｐ
・
Ｖ
Ｐ
で
あ
る
場

合
と
、
Ｎ
Ｐ
が
兼
語
で
文
全
体
が
兼
語
文
で
あ

る
場
合
と
の
二
つ
の
場
合
が
あ
る
、（
ⅲ
）
補
語

が
Ｎ
Ｐ
・
Ｖ
Ｐ
で
あ
る
場
合
と
、
Ｎ
Ｐ
が
目
的

語
で
Ｖ
Ｐ
が
補
語
で
あ
る
場
合
と
の
二
つ
の
場

合
が
あ
る
、
の
三
説
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
本

発
表
で
は
「
Ｖ
〝
得
〞
Ｎ
Ｐ
・
Ｖ
Ｐ
」
文
に
お

け
る
〝
得
〞
の
後
ろ
の
統
語
構
造
に
つ
い
て
考

察
し
、「
Ｖ
〝
得
〞
Ｎ
Ｐ
・
Ｖ
Ｐ
」
文
に
お
け
る

〝
得
〞
の
後
ろ
の
統
語
構
造
に
つ
い
て
、
二
つ
の

場
合
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
つ
は
、

Ｎ
Ｐ
と
Ｖ
Ｐ
の
統
語
構
造
関
係
が
緊
密
で
、
切

り
離
せ
な
い
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
補
語

が
Ｎ
Ｐ
・
Ｖ
Ｐ
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
Ｎ
Ｐ

と
Ｖ
Ｐ
の
統
語
構
造
関
係
が
緩
く
、
切
り
離
せ

る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
Ｎ
Ｐ
が
目
的
語

で
Ｖ
Ｐ
が
補
語
で
あ
り
、〝
得
〞
は
目
的
語
を
動

補
構
造
内
部
に
持
ち
込
む
働
き
と
、
動
作
主
性

質
や
当
事
者
性
質
を
持
つ
目
的
語
が
述
語
の
後

ろ
に
現
れ
る
現
象
を
合
理
化
す
る
働
き
が
あ
る
。

◆
黄
唯
　
沈
従
文
と
「
文
学
啓
蒙
」　
本
発

表
で
は
１
９
３
０
年
代
後
期
に
お
い
て
、
中

国
共
産
党
が
主
体
で
起
こ
し
た
「
新
啓
蒙
運

動
」
を
手
掛
か
り
に
、
五
四
運
動
以
来
中
国

に
お
け
る
「
啓
蒙
」
の
内
容
に
つ
い
て
考
察
を

行
っ
た
。「
個
人
の
解
放
」
と
は
五
四
運
動
以

来
の
啓
蒙
に
お
け
る
大
き
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で

あ
り
、
後
期
に
至
っ
て
啓
蒙
の
主
体
で
あ
る
知

識
人
の
間
に
お
い
て
分
岐
が
現
れ
た
が
そ
の
趣

旨
は
一
貫
し
て
変
わ
ら
な
い
と
言
え
る
。
沈
従

文
は
30
年
代
に
お
い
て
多
作
な
作
家
の
一
人
で

あ
り
、
彼
も
「
人
の
解
放
」
を
重
視
し
て
い
る

が
、
そ
の
理
念
は
五
四
の
啓
蒙
に
よ
る
受
け
継

ぎ
が
あ
り
な
が
ら
も
沈
従
文
自
身
に
よ
る
修
正

が
行
わ
れ
た
。
本
発
表
を
以
て
沈
従
文
の
30
年

代
の
作
品
に
基
づ
き
、
彼
の
「
都
市
」「
農
村
」

「
湘
西
」
の
三
つ
の
世
界
観
か
ら
見
え
る
独
特

の
「
啓
蒙
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
一
石
を

投
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。

◆
董
航
　
顔
茂
猷
著
『
廸
吉
録
』
に
対
す

る
中
江
藤
樹
の
「
借
用
」
に
つ
い
て
―
説

話
同
士
の
比
較
検
討
を
中
心
に
―
　
中
江
藤

樹
（
１
６
０
８
〜
１
６
４
８
）
は
36
〜
37
歳

の
時
、
中
国
明
末
の
顔
茂
猷
（
１
５
３
７
〜

１
６
３
７
）
著
『
廸
吉
録
』
を
取
り
入
れ
女
訓

書
『
鑑
草
』
を
撰
し
た
。『
鑑
草
』
に
収
録
さ

れ
た
61
条
の
説
話
の
う
ち
の
48
条
は
『
廸
吉
録
』

か
ら
借
用
し
て
お
り
、『
鑑
草
』
は
実
質
上
の
『
廸

吉
録
』
の
節
録
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。『
鑑
草
』

は
、
大
著
と
言
わ
れ
る
名
作
を
多
数
抱
え
て
い

る
藤
樹
が
生
前
、
刊
行
を
容
認
し
た
唯
一
の
著

述
で
あ
り
、
藤
樹
の
最
も
自
信
の
あ
る
作
品
で

あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、『
廸
吉
録
』

は
、
茂
猷
の
勧
善
思
想
及
び
彼
の
知
識
人
と
し

て
の
立
場
を
示
し
た
著
書
で
あ
り
、
官
民
問
わ

ず
多
く
の
人
々
に
有
益
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て

い
る
。
本
発
表
で
は
、『
廸
吉
録
』
に
対
す
る

借
用
を
中
心
に
、
最
も
異
同
が
見
ら
れ
る
説
話

同
士
か
ら
一
例
を
と
っ
て
比
較
検
討
を
行
い
、

藤
樹
の
中
国
善
書
に
対
す
る
取
捨
選
択
の
判
断

基
準
、
言
わ
ば
彼
の
思
想
や
考
え
方
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

◆
胡
潁
芝
　
漱
石
文
学
に
お
け
る
「
縹
緲
」

―
『
虞
美
人
草
』
の
「
縹
緲
の
あ
な
た
」
に
つ

い
て
―
　「
縹
緲
」
は
、『
虞
美
人
草
』
だ
け
で

は
な
く
、
夏
目
漱
石
の
ほ
か
の
小
説
や
漢
詩
に
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も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
こ
の

「
縹
緲
」
と
い
う
言
葉
に
着
眼
し
、
中
国
文
学

に
お
け
る
「
縹
緲
」
の
使
い
方
を
検
討
す
る
こ

と
に
よ
り
、
漱
石
文
学
に
お
け
る
「
縹
緲
」
は

ど
う
扱
わ
れ
る
の
か
論
じ
て
み
た
。 

「
縹
緲
」

は
も
と
も
と
「
高
く
遠
く
か
す
か
で
あ
る
さ

ま
」
を
意
味
す
る
が
、『
文
選
』「
海
賦
」
か
ら

「
神
仙
説
」
に
結
び
つ
け
ら
れ
、
唐
代
に
お
い

て
こ
れ
を
意
識
し
て
作
品
で
使
っ
て
い
る
文
人

も
少
な
く
な
い
。
特
に
、
白
居
易
の
「
長
恨
歌
」

に
よ
り
、
日
本
の
知
識
人
も
こ
の
使
い
方
を
意

識
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
漱
石
の
小
説

や
漢
詩
に
も
、
こ
の
「
神
仙
説
」
に
結
び
つ
い

た
「
縹
緲
」
の
使
い
方
を
見
つ
け
ら
れ
る
の
で
、

彼
も
そ
れ
を
意
識
し
な
が
ら
作
品
に
使
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、『
虞
美
人
草
』
の

前
に
出
版
さ
れ
た
『
草
枕
』
に
描
か
れ
た
仙
境

那
古
井
を
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、『
虞
美
人
草
』

に
お
け
る
甲
野
さ
ん
の
憧
れ
る
世
界
は
、
明
ら

か
に
東
洋
的
な
「
縹
緲
」
た
る
理
想
郷
＝
仙
境

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
漱
石
の

描
い
た
仙
境
は
、「
実
体
が
な
い
」
と
い
う
特

色
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
仙
境
は
た
だ
仙
境
に
類

似
す
る
場
所
だ
と
さ
れ
、
仙
人
や
仙
女
は
描
か

れ
ず
、
小
説
に
も
言
葉
と
し
て
直
接
に
は
出
て

こ
な
い
の
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の
無
意
味
な
空

想
世
界
も
、
明
治
の
知
識
人
が
近
代
化
に
進
む

現
実
世
界
へ
の
不
満
や
不
安
に
対
す
る
解
決
策

を
見
出
せ
な
い
矛
盾
を
象
徴
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

◆
迫
田
博
子
　
物
語
に
お
け
る
語
り
の
技
法

―
―
「
等
待
」・「
少
年
池
上
」
を
例
と
し
て 

「
文
章
を
物
語
に
し
て
い
る
も
の
は
何
か
」、

「
ス
ト
ー
リ
ー
は
い
か
に
語
ら
れ
て
い
る

か
」。
こ
れ
ら
の
問
題
意
識
は
い
わ
ば
本
報

告
の
出
発
点
で
あ
る
。
研
究
方
法
は
お
も

に
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
の
「
物
語

論
（n

arratolog
y

）」
を
用
い
る
こ
と
と
す

る
。
ま
た
、
テ
ク
ス
ト
は
葉
石
濤
の
「
等
待
」

（
１
９
６
７
年
）
及
び
蒋
勲
の
「
少
年
池
上
」

（
２
０
１
３
年
）
を
取
り
上
げ
、
両
者
の
表
現

の
形
式
や
技
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
具
体
的

に
は
、
①
「
ス
ト
ー
リ
ー
と
プ
ロ
ッ
ト
の
ず
れ
」

②
「
語
り
手
の
位
相
」
③
「
時
間
標
識
」
④

「
時
間
軸
の
転
換
」
⑤
「
視
点
の
移
動
（
多
元

焦
点
化
）」
な
ど
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
管
見
の

及
ぶ
限
り
、「
少
年
池
上
」
は
先
行
研
究
が
な

く
、
ま
た
、
報
告
者
の
研
究
対
象
で
あ
る
葉
石

濤
作
品
に
つ
い
て
も
、
従
来
内
容
面
（「
何
を
」

語
っ
て
い
る
か
）
か
ら
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
ゆ
え
に
葉
石
濤
と
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
、
両
者

の
出
会
い
に
更
な
る
意
味
を
持
た
せ
る
た
め
に

も
、
引
き
続
き
「
語
り
の
特
徴
」
に
つ
い
て
考

察
を
し
て
い
き
た
い
。

◆
田
禾
　
現
代
中
国
語
に
お
け
る
文
中
動
詞

の
省
略
に
つ
い
て
　
本
稿
で
は
ま
ず
〝
是
〞
の

省
略
条
件
に
つ
い
て
、「
Ｓ
＋
一
Ｎ
Ｐ
」
の
構

文
で
省
略
可
能
、「
Ｎ
Ｐ
一
个
」
の
構
文
で
は

〝
是
〞
の
使
用
は
禁
止
、
そ
し
て
〝
是
〞
が
ア

ク
セ
ン
ト
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
省
略
不
可
と
の

事
実
文
か
ら
、
付
加
意
味
を
表
す
動
詞
で
あ
れ

ば
省
略
可
と
ま
と
め
た
。
更
に
デ
フ
ォ
ル
ト
原

則
を
運
用
し
な
が
ら
、〝
会
〞
の
後
に
使
用
で

き
る
動
詞
の
省
略
に
つ
い
て
、
も
し
名
詞
か
ら

最
初
に
連
想
で
き
る
動
詞
が
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
表

す
動
詞
で
あ
れ
ば
省
略
可
と
い
う
ル
ー
ル
を

ま
と
め
た
。
そ
の
上
、
新
型
中
国
語
受
身
文
の

〝
被
〞
の
後
の
動
詞
省
略
の
原
因
も
、
Ｖ
Ｐ
で

表
す
結
果
か
ら
連
想
で
き
る
「
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｅ
」
類

動
詞
で
あ
る
か
ら
と
考
え
た
。
中
動
文
と
結
果

補
語
文
の
動
詞
省
略
は
、
Ｓ
の
状
態
の
み
説
明
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す
る
際
に
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
が
な
い
動
作
行
為

を
表
す
Ｖ
ｘ
と
原
因
を
表
す
Ｖ
を
省
略
可
と
分

析
で
き
た
。
様
々
な
角
度
か
ら
、
動
詞
の
省
略

は
話
者
が
主
観
的
な
意
見
或
い
は
客
観
的
な
事

実
を
語
る
目
的
に
よ
り
、
最
適
な
文
型
を
選
ぶ

結
果
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

◆
安
本
真
弓
　
可
能
表
現
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

―
〝
能
〞
と
〝
会
〞
を
中
心
に
―
　〝
能
〞
と

〝
会
〞
は
、
い
ず
れ
も
「
で
き
る
」
義
を
表
し
、

ま
た
「
到
達
度
」
や
「
一
定
の
レ
ベ
ル
に
達
す

る
」
義
を
表
す
の
は
〝
能
〞
で
あ
る
と
従
来
の

研
究
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、〝
她

很
能
说
话
，
一
口
气
说
了
一
个
上
午
〞、〝
她
很

会
说
话
，
说
出
来
的
话
让
人
心
服
口
服
〞
の
例

で
は
、
ど
ち
ら
も
「
到
達
度
」
や
「
一
定
の
レ

ベ
ル
に
達
す
る
」
義
を
表
す
と
言
え
る
が
、
前

例
は
〝
能
〞
で
後
例
は
〝
会
〞 

と
明
確
に
使
い

分
け
て
い
る
。
さ
ら
に
〝
今
天
能
游
泳
〞
は
言

え
る
が
、〝
今
天
会
游
泳
〞
は
非
文
に
な
る
の

も
「
到
達
度
」
や
「
一
定
の
レ
ベ
ル
に
達
す
る
」

か
ら
で
は
到
底
解
釈
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
発
表
で
は
言
語
事
実
の
再
考
を
踏

ま
え
た
上
、〝
能
〞
は
「
状
況
判
断
可
能
」
と

し
て
捉
え
、「
臨
時
性
」・「
動
態
性
」
の
意
味

特
徴
を
持
つ
。
一
方
、〝
会
〞
は
「
状
態
推
測

可
能
」
と
し
て
捉
え
、「
恒
常
性
」・「
静
態
性
」

の
意
味
特
徴
を
持
つ
と
考
え
る
。

〈
博
士
論
文
要
旨
〉

◆
譚
昕
　
テ
キ
ス
ト
言
語
学
の
観
点
か
ら
み

た
中
国
語
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
の
結
束
性
―

二
つ
の
非
明
示
的
表
現
を
中
心
に
―
　
本
論
文

は
、
現
代
中
国
語
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
の
結
束

性
に
つ
い
て
、
二
つ
の
非
明
示
的
表
現
で
あ
る

「
ゼ
ロ
照
応
」
と
名
詞
性
要
素
〝
Ｘ
的
Ø
〞
を

中
心
に
考
察
し
研
究
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、

3
部
7
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
1
部
は

研
究
の
概
観
で
あ
り
、
第
1
章
と
第
2
章
か
ら

な
る
。
第
2
部
本
論
は
第
3
章
、
第
4
章
、
第

5
章
及
び
第
6
章
か
ら
な
る
。
第
3
章
で
は
、

ゼ
ロ
照
応
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
結
果
、
中
国

語
で
は
節
頭
主
語
に
関
し
て
、
ゼ
ロ
照
応
よ
り

三
人
称
代
名
詞
の
ほ
う
が
、
テ
キ
ス
ト
を
構
成

す
る
力
は
よ
り
強
い
と
、
先
行
研
究
と
異
な
る

結
論
に
至
っ
た
。
第
4
章
で
は
、
日
中
両
言
語

に
お
け
る
節
頭
主
語
の
ゼ
ロ
照
応
に
つ
い
て
考

察
し
た
。
結
果
、
中
国
語
に
お
け
る
節
頭
主
語

の
ゼ
ロ
照
応
の
使
用
は
必
ず
し
も
日
本
語
よ
り

少
な
い
と
は
言
え
な
い
と
、
先
行
研
究
と
異
な

る
結
論
に
至
っ
た
。
ま
た
、
日
本
語
に
比
べ
る

と
、
中
国
語
の
三
人
称
代
名
詞
は
テ
キ
ス
ト
を

結
束
す
る
機
能
が
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
た
。
第
5
章
で
は
、〝
Ｘ
的
Ø
〞
に
対
す

る
概
観
を
し
た
上
、
先
行
研
究
に
見
ら
れ
た
問

題
点
を
呈
示
し
た
。
第
6
章
で
は
、〝
Ｘ
的
Ø
〞

の
振
る
舞
い
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
結
果
、

〝
Ｘ
的
Ø
〞
要
素
は
代
用
機
能
を
有
し
て
お
り
、

テ
キ
ス
ト
の
結
束
性
を
も
た
ら
す
働
き
を
も
つ

と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。
ま
た
、H

alliday

＆

H
asan ( 1976)

が
示
し
た
結
束
性
の
表
し
方
で

は
な
い
が
、〝
Ｘ
的
Ø
〞
が
持
つ
例
示
的
な
働

き
を
「
例
示
」
機
能
と
名
付
け
て
提
案
を
行
っ

た
。
第
３
部
は
本
論
文
に
お
け
る
研
究
の
結
び

を
な
す
部
分
で
あ
り
、
第
7
章
か
ら
な
る
。

〈
修
士
論
文
要
旨
〉

◆
渡
辺
紀
奴
代
　
日
本
語
の
受
身
表
現
「
れ

る
、
ら
れ
る
」
に
対
応
す
る
中
国
語
訳
の
考
察 

日
本
語
の
受
身
表
現
「
れ
る
、
ら
れ
る
」
に
対

応
す
る
中
国
語
は
、「
被
」
を
用
い
て
表
す
受

身
文
だ
け
で
な
く
、
語
彙
的
受
身
文
、
存
現

文
、
意
味
受
身
文
、
自
動
詞
文
、
他
動
詞
能
動

文
、
無
対
応
と
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
で
対
応
し
て

い
る
。
日
本
語
の
受
身
表
現
に
対
応
す
る
中
国
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流

語
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
多
様
な
構
文
を
用
い

て
表
現
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
研

究
は
そ
の
原
因
究
明
を
目
的
と
す
る
。
考
察
方

法
は
、
又
吉
直
樹
の
小
説
『
火
花
』
と
そ
の
訳

本(

毛
丹
青
訳)

を
用
い
、
ま
ず
先
行
研
究
の

統
計
結
果
と
比
較
す
る
た
め
、
日
本
語
の
受
身

表
現
「
れ
る
、
ら
れ
る
」
に
対
応
す
る
中
国
語

訳
を
構
文
別
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
来
事
が

マ
イ
ナ
ス
・
プ
ラ
ス
・
中
立
的
イ
メ
ー
ジ
の
い

ず
れ
な
の
か
を
判
断
し
た
上
で
、
構
文
別
の
分

布
統
計
を
と
っ
た
。
次
に
研
究
者
た
ち
の
見
解

を
検
証
し
、
さ
ら
に
日
本
語
の
同
一
表
現
に
対

応
す
る
異
な
る
中
国
語
構
文
を
分
析
し
た
。

◆
蘇
茗
妍
　
介
詞
〝
对
〟
の
話
題
機
能
に
つ

い
て
　
本
論
文
は
現
代
中
国
語
に
お
け
る
介
詞

〝
对
〞
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。 

介
詞
〝
对
〞

の
考
察
は
様
々
な
観
点
か
ら
の
も
の
が
あ
る
が
、

本
論
文
は
対
比
話
題
の
〝
对
〞
と
項
を
導
入
す

る
〝
对
〞
に
分
け
て
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

先
行
研
究
で
は
〝
对
〞
に
つ
い
て
の
分
析
を
文

レ
ベ
ル
で
行
っ
た
も
の
が
多
い
た
め
、
本
論
文

で
は
実
際
の
会
話
の
中
で
〝
对
〞
を
含
む
例
文

を
詳
し
く
説
明
し
た
。 

具
体
的
に
は
、
第
一
章

で
〝
对
〞
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
述

べ
た
。
先
行
研
究
で
は
、
文
レ
ベ
ル
で
の
分
析

が
多
く
、
連
用
修
飾
語
で
あ
る 

〝
对
〞
は
項
を

導
入
し
、
連
体
修
飾
語
で
あ
る
〝
对
〞
は
多
義

性
が
あ
る
と
よ
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

第
二
章

で
は
、
話
題
及
び
話
題
化
に
つ
い
て
の
定
義
を

説
明
し
た
。
話
題
は
既
知
の
も
の
を
取
り
立
て

て
文
頭
に
置
く
も
の
だ
が
、
話
題
化
の
〝
对
〞

は
話
題
の
特
性
を
備
え
、
さ
ら
に
は
二
つ
の
命

題
が
違
う
時
の
み
、
対
比
性
を
持
ち
、
対
比
話

題
を
表
す
。
一
方
、
項
を
導
入
す
る
〝
对
〞
は

必
ず
既
知
情
報
で
は
な
い
、
新
し
い
情
報
を
導

入
す
る
傾
向
も
あ
る
と
述
べ
た
。 

第
三
章
で

取
り
上
げ
る
会
話
は
実
際
の
ト
ー
ク
番
組
か
ら

〝
对
〞
を
含
む
例
文
及
び
そ
の
前
後
の
文
脈
を
抜

き
出
し
、
対
比
話
題
の
〝
对
〞
と
項
を
導
入
す

る
〝
对
〞
に
つ
い
て
詳
し
く
分
析
を
行
っ
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
語
用
論
の
観
点
で
「
話
題
」
の

理
論
に
基
づ
き
〝
对
〞
を
二
つ
に
分
け
分
析
し

た
。
そ
の
結
果
、
対
比
話
題
の
〝
对
〞
は
必
ず

既
知
情
報
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
二
つ
の
命
題

が
異
な
る
時
に
は
、
さ
ら
に
対
比
性
を
持
つ
こ

と
が
分
か
っ
た
。
一
方
、
項
を
導
入
す
る
〝
对
〞

は
既
知
情
報
の
み
で
な
く
、
新
情
報
も
導
入
し
、

こ
の
新
情
報
は
次
の
話
題
へ
の
展
開
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。

◆
姚
媛
　
白
先
勇
の
作
品
に
お
け
る
「
漂
泊

感
」
に
つ
い
て
　
本
論
文
は
、
台
湾
作
家
白
先

勇
の
作
品
に
お
け
る
「
漂
泊
感
」
に
つ
い
て
考

察
を
行
っ
た
。
当
代
中
国
語
作
家
の
中
で
、
白

先
勇
は
最
も
読
ま
れ
て
い
る
一
人
で
あ
る
だ
ろ

う
。
20
世
紀
60
年
代
よ
り
、
白
先
勇
作
品
に
関

す
る
様
々
な
研
究
が
あ
る
が
、
本
論
文
は
、
白

先
勇
の
作
品
に
お
け
る
「
漂
泊
感
」
を
抉
り
出

し
、
白
先
勇
作
品
の
独
自
性
と
中
国
文
学
へ
の

貢
献
を
作
品
分
析
と
他
の
作
家
と
比
較
に
基
づ

い
て
、
詳
し
く
説
明
し
た
。
具
体
的
に
は
、
第

１
章
で
白
先
勇
作
品
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
を

述
べ
た
。
先
行
研
究
で
は
、
１
９
７
４
と
20
世

紀
80
年
代
を
境
界
線
に
し
て
、
白
先
勇
作
品
に

つ
い
て
の
先
行
研
究
を
3
時
期
に
分
け
た
。
第

2
章
で
は
、
白
先
勇
作
品
に
お
け
る
「
漂
泊
感
」

を
説
明
し
た
。
本
稿
は
、「
漂
泊
」
及
び
白
先

勇
作
品
に
お
け
る
「
漂
泊
感
」
の
定
義
を
説
明

し
た
。
続
い
て
、
本
稿
は
、
白
先
勇
の
作
品
に

お
い
て
、
現
れ
た
「
漂
泊
感
」
の
三
つ
の
側
面

を
析
出
し
た
。
章
末
で
、
本
稿
は
、「
漂
泊
感
」

に
対
し
て
、
白
先
勇
の
芸
術
手
法
を
説
明
し
た
。

第
３
章
で
は
、
中
国
現
代
文
学
に
既
存
し
た
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「
漂
泊
描
写
」
を
説
明
し
た
。
本
稿
は
、
20
世
紀
、

20
年
代
の
郁
達
夫
と
30
年
代
の
蕭
紅
を
取
り
上

げ
、
各
年
代
の
「
漂
泊
描
写
」
の
独
自
性
を
説

明
し
た
。
こ
の
上
で
、
郁
達
夫
、
蕭
紅
と
白
先

勇
三
人
の
比
較
も
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
白

先
勇
の
作
品
に
お
け
る
「
漂
泊
感
」
の
独
自
性

を
分
析
し
た
。
こ
の
結
果
、
白
先
勇
は
、
イ
ン

テ
リ
と
農
民
の
漂
泊
の
状
態
を
乗
り
越
え
、
さ

ら
に
幅
広
い
社
会
階
層
の
漂
泊
の
状
態
を
示
し

た
。
手
法
的
に
、
白
先
勇
は
中
国
伝
統
文
学
の

技
法
を
継
承
し
た
上
、
西
洋
文
学
の
手
法
を
用

い
て
、「
漂
泊
」
描
写
の
芸
術
手
法
も
革
新
し
た
。

こ
れ
は
、
中
国
現
代
文
学
に
と
っ
て
、
白
先
勇

作
品
の
貢
献
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

◆
姚
星
煜
　
李
煜
詞
に
見
ら
れ
る
「
愁
」　
従

来
の
説
の
ほ
と
ん
ど
は
李
煜
詞
を
前
期
詞
と
後

期
詞
に
分
け
て
、
前
期
詞
は
「
靡
靡
之
音
」
に

概
括
さ
れ
、
後
期
詞
は
「
亡
国
之
痛
」
が
満
ち

溢
れ
て
い
る
も
の
と
す
る
。
筆
者
か
ら
見
る
と
、

李
煜
の
詞
は
前
期
・
後
期
に
関
わ
ら
ず
、
多
か

れ
少
な
か
れ
全
体
的
に
「
愁
」
が
感
じ
ら
れ
る
。

本
論
文
で
は
亡
国
を
境
界
線
と
し
、
李
煜
詞
を

前
後
期
に
分
け
、
そ
の
上
、
前
期
詞
に
「
生
離
」・

「
死
別
」
な
ど
の
転
換
点
も
加
え
て
分
析
す
る
。

前
期
詞
の
主
人
公
は
女
性
を
メ
イ
ン
と
し
、
主

に
閨
情
の
「
愁
」
を
詠
っ
て
い
る
。
創
作
テ
ク

ニ
ッ
ク
は
精
巧
で
あ
る
が
、
内
容
は
「
無
病
呻

吟
」
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
頃
の
李
煜

は
、
国
を
治
め
る
手
段
は
な
く
、
軍
事
も
外
交

も
他
国
に
抑
え
ら
れ
て
い
た
。
彼
の
前
期
詞
は

そ
の
環
境
で
作
ら
れ
た
、
現
実
逃
避
の
果
実
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
身
内
を
失
っ
た
後
に
、
李

煜
が
書
い
た
詞
に
お
け
る
「
愁
」
は
徐
々
に
深

ま
っ
て
、
愁
い
の
上
に
哀
し
み
も
加
え
て
、
詞

に
現
れ
る
感
情
も
実
感
が
こ
も
っ
て
い
る
。
後

期
詞
の
主
人
公
は
大
体
李
煜
自
身
の
視
点
か
ら

詠
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
国
が
滅
び
る
か
ら
こ

そ
、
深
刻
な
愁
恨
を
得
て
、
詞
作
に
含
ま
れ
て

い
る
「
愁
」
も
大
き
く
変
化
し
た
。
創
作
テ
ク

ニ
ッ
ク
も
前
期
よ
り
洗
練
さ
れ
て
、
簡
単
な
文

字
で
底
の
な
い
愁
い
と
痛
み
を
表
現
で
き
て
い

る
。

〈
近
況
報
告
〉

◆
赤
松
美
和
子
　
子
連
れ
ワ
ン
オ
ペ
国
外
研

修
　
２
０
１
７
年
4
月
か
ら
２
０
１
８
年
3

月
ま
で
、
勤
務
先
の
国
外
研
修
制
度
を
利
用
し

て
、
台
湾
大
学
台
湾
文
学
研
究
所
に
滞
在
し

て
い
ま
す
。
小
学
校
四
年
生
の
娘
も
連
れ
て
き

た
た
め
、
大
学
宿
舎
で
は
な
く
、
台
北
日
本
人

学
校
近
く
の
天
母
と
い
う
地
区
に
マ
ン
シ
ョ
ン

を
借
り
て
住
ん
で
い
ま
す
。
実
は
13
年
前
の

２
０
０
４
年
か
ら
２
０
０
５
年
に
か
け
て
、

お
茶
大
の
交
換
留
学
制
度
を
利
用
し
て
、
台
大

に
留
学
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
年
は
ち
ょ
う
ど

台
湾
文
学
研
究
所
の
創
立
年
に
あ
た
り
、
活
気

あ
ふ
れ
る
中
、
自
分
の
時
間
を
24
時
間
満
喫
し

ま
し
た
。
今
回
、
再
訪
し
、
か
つ
て
一
緒
に
授

業
を
受
け
て
い
た
友
人
た
ち
の
授
業
に
ゲ
ス
ト

ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
呼
ん
で
い
た
だ
い
た
り
遊

び
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
り
旧
交
を
満
喫

し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
小
学
校
が
3
時
半
下

校
の
た
め
、
お
迎
え
付
き
の
塾
に
行
か
せ
た
り

友
達
の
家
に
遊
び
に
行
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
、

研
究
時
間
捻
出
に
努
め
て
は
お
り
ま
す
が
、
台

湾
文
学
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
が
夜
や
週
末
に
多
い

た
め
、
現
地
に
い
る
の
に
参
加
叶
わ
ず
、
13
年

前
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
な
が
ら
、
今
日
も
台

北
の
夜
が
更
け
て
い
き
ま
し
た
。


